
取組内容 

 ①情報伝達、避難計画等に関する事項 
  ◆想定される浸水リスクの周知   ◆避難勧告等の発令について    
  ◆住民等への情報伝達体制や方法について  ◆防災に関する啓発活動について 
 ②水防に関する事項 
  ◆河川水位等の情報提供について  ◆水防訓練の実施 

令和元年度
の取組 

●想定最大規模の洪水ハザードマップの周知  ●タイムラインの策定 
●防災行政無線デジタル化改修事業（平成２９年度～令和２年度）  ●自主防災組織研修会等の研修会の実施  
●出前講座等の実施  ●水位計・水位カメラの整備（平成２９年度～令和２年度）  ●水防訓練の実施 

有田川町 

 想定最大規模の洪水ハザードマップの周知  
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平成３１年３月１８日に有田川洪水ハザードマップ【想
定最大規模】を作成し、平成３１年４月に町内全世帯
に紙媒体で配布済。電子媒体もＨＰで公表済。 

令和２年２月８日に有田郡市１市３
町及び有田振興局、各消防機関と
合同で住民を対象とした水害対策
の研修会を実施。西日本豪雨で被
災した広島県坂町職員を講師に招
き、水害対策の研修を実施した。 

熊井川・天満川・鳥尾川・早月谷川・有田川の計７カ所に河川監視カメラ、 

有田川１カ所に水位計の設置を計測実施中。                    
運用開始後は、町ＨＰ及び町防災アプリにて情報を公開予定。 

※防災行政無線デジタル化改修事業の一環で（令和２年度完了予定） 

 水位等周知（カメラ・水位計）設置計画（継続事業） 

 平成の寺子屋事業の実施  自主防災組織研修会の実施 

令和元年６月２２日、自主防災組
織を対象に研修会を実施した。                 
町からは、警戒レベル、想定最大
規模洪水ハザードマップ及び避
難行動等の啓発及び説明を実施
した。 ５ 

熊井川水位カメラ 


